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資料２ 小学校：教科書のページ数の変化（19 8 9年使用～） 

※１単位時間は45分。 
※2008年「学習指導要領」告示により、年間総授業時数の変化があった学年にアミカケをしている。 

※文部科学省資料をもとに作成。学習指導要領の改訂（一部改正）ごとに、主な教科書改訂を取り上げ、その使用開始 
  年度、検定年度、ページ数を示している。各教科のページ数は、各社全点合計ページ数の平均（社会、理科は３年生～ 
  ６年生）。表紙と見返しを除いた総ページ数をB5換算している。 
※[  ]は、４教科の合計。 
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１年生 ２年生 ３年生 ４年生 ５年生 ６年生 合計

 1989年「学習指導要領」告示 （1992年度全面実施）
　　・『新しい学力観と個性尊重の教育』
　　・低学年に「生活科」導入

850 910 980 1,015 1,015 1,015 5,785

 1998年「学習指導要領」告示 （2002年度全面実施）
　　・『「生きる力」の育成と「ゆとり」の確保』
　　・授業時数の大幅削減と教育内容の厳選
　　・「総合的な学習の時間」の導入

 2003年「学習指導要領」一部改正
　　・学習指導要領を最低基準とし、学力重視を強調

816 875 945 980 980 980 5,576

850 910 945 980 980 980 5,645

945 5,367

学習指導要領の改訂と特徴
　　　　　　　　　　　　　　　　　年間総授業時数　　　　　　　　　　　（時間）

 2008年「学習指導要領」告示
　（2009年度～移行措置期間、2011年度全面実施）
　　・「生きる力」の育成
　　・基礎的・基本的な知識・技能の習得
　　・思考力・判断力・表現力等の育成
　　・確かな学力を確立するために必要な時間の確保
　　・学習意欲の向上や学習習慣の確立
　　・豊かな心や健やかな体の育成のための指導の充実

移行措置期間

全面実施後

782 840 910 945 945

1,321 

1,242 

1,225 

1,422 

1,781 

756 

665 

604 

648 

757 

960 

928 

860 

1,078 

1,436 

432 

443 

401 

491 

671 

0 1,000 2,000 3,000 4,000 5,000 

1989年

2000年

2002年

2005年

2011年

（ページ）

[3,639]

[3,469]

[4,645]

[3,278]

[3,090]

国語 社会 算数 理科

1989年使用
（1987年検定）

2000年使用
（1998年検定）

2002年使用
（2000年検定）

2005年使用
（2003年検定）

2011年使用
（2008年検定）

●1977年告示「学習指導要領」

●1989年告示「学習指導要領」

●1998年告示「学習指導要領」

●2003年「学習指導要領」一部改正

●2008年告示「学習指導要領」

（2009年検定） 


